
イタリア発　紙がアートへと華麗に変身
於　銀座７丁目銀座第７ビルギャラリ–    10月18日(日）～10月24 日(土）

奥山　陽子　展　　"水と戯れて”

定年後、新世界を求めて旅立ち、ひよんなきっかけで北イタリアの都市ヴェロー
ナに住むことになった。建築のデザイン、設計で培った感性とアートへの憧憬か
ら、日本が誇る和紙の素材こうぞをマテリアルに始めたアートが評判になり、イ
タリア内外での個展や展覧会に招かれるようになった。こうぞを独自の手法で扱
い、筆は使わず水の流れ、水との対話でフォルムが決まるというもので、絵画お
よびオブジェ、光のオブジェに展開している。
2012年には､古来の素材を現在のモダンアートにつなげたという評価によって、
ヴ ェ ネ ツ ィ ア の 東 洋 美 術 館 に 個 展 の た め 招 か れ 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ も 行 っ た 。
2014年にはアートの見本市であるヴェローナアートでプレミオにノミネートさ
れた。画像データをデジタル印刷した布による、ファションやインテリアの分野
およびインスタレーションにも挑戦しており､今回の日本初個展ではその一部も
展示する。初めてこの手法で制作した時、今までに見たことのないものが出来あ
がった。それ以来未だ見たことのないものを創り出すという挑戦を続けている。

www.yokookuyama.com
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連絡先

2015年10月18日(日）～24日(土)　11：00~19 : 00まで　ただし 
初日は15:00より　 最終日は16：00まで
オープニングパーティー　19日(月)16:00～
銀座第7ビルギャラリー    東京都中央区銀座7丁目10番16号 〒104ー0061
℡　050ー3531ー0425　　FAX　03ー5537ー6502
絵画、オブジェなど３０点とインスタレーション
昭和15年生。北海道大学工学部建築工学科卒、丹下健三のもとで学んだ 後、創成社建
築設計事 務所を主宰、住宅、住環境の計画に携わる。2000年よりヴェローナ市在住。
個展、展覧会歴はニューヨーク、サンディエゴ、ロンドン、ミラノ、ヴェネツィアな
どイタリア各地
東京　東京都世田谷区北沢5−26ー2　創成社建築設計事務所
03ー3467ー9621　FAX　03−3467ー9622
イタリア Via San Nazaro 37  37129 Verona Italy     
+39 045 8030210  　携帯 +39 328 8325027  

yokookuyamaverona@gmail.com



主要展覧会歴

2015. 10     個展　銀座ギャラリー
2014. 10.    Art Verona              
2014.  9.    個展　Spazio 6             
2013. 12.    Spazio 6                 
2013. 11     ファッションショー　       　　　
2013  5.　　 PROCIDAMERICA          
2013  3.　   ギャラリーラグファクトリー　 
2013  3.　　 ファションショー　　　　　  
2012  9.　　 個展　東洋美術館   　　　  
2012  6.　　 個展　美術アカデミー     
2010  3.　　 個展アートホテルC'a Pisani 
2009  4.     個展Munzi ʼs OperArt          
2008  10.    個展　LʼOff ic ina              
2007  10.    AKS Gal lery                   
2007  5.     個展　ジュエリー Finott i       
2007  4.     個展　AZARAI             
2006  12.    Art Museum of San Diego 
2006  10.    ヴェローナ市ホール             
2006.  7.     ギャラリーMeridiana           

　　

奥山　陽子　プロフィール  　　
昭和15年生　札幌に育ち北海道大学     工学部建築学科卒業
丹下健三のもとで、東京カテドラル、聖心大学などのプロジェクトに
参加。その後創成社建築設計事務所を主宰、住まいと住環境をテーマ
に、住宅、集合住宅の設計住宅地計画などを行う。2000年よりイタ
リア北部の都市ヴェローナ在住。

作品について　　
アートの素材として､日本古来の和紙の原料こうぞ(楮）を選沢。よっ
て作品は和紙になるが、製法、表現ともにいわゆる和紙とはかなり異
なる。
素材とともに作品の特徴としてMA”間”が指摘される。”間”は空間的
時間的な空白であるが、空白＝無ではない、という東洋的コンセプト
により、作品に奥行き感を与えている。
筆を使わず、水の流れがフォルムを決めるため、ある一瞬の間合いで
流れを断ち切ることにより作品は完成する。それらはこうぞ独特の繊
維の長さの効用で、ダイナミックにも繊細にも、ミクロの世界にまで
も導かれる。
初めの頃、作品とは思わず額に入れ壁に飾ってみたところ、友人たち
がぜひ展覧会をしたらと勧めるので、キリコの個展も行った由緒ある
画廊で初個展をすることになった。その後も幸運なことに展示の機会
に恵まれている。
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"希望" 60 x 100 cm


